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四国宇和海沿岸における石垣

漆原和子・羽田麻美・乙幡康之

宇和海沿岸に立地する集落には石垣を築いている場合が多いこれらの集落や耕地に石垣を築く目的につ

いて考察した．宇和海南部の半島において北向き斜面に位骰する外泊は，土留めの石垣を構築し，さらに

北と西側に石垣を立ち上げている石垣を築く理由は， 1)急傾斜地における平坦地確保のための土留めと，

2)北西の冬季の季節風に対する防風が主目的である次に， 3)西の風向をもつ台風の戻り風に対する防風

である外泊で用いている石材は四万十帯の砂岩であり，野石積みで本州様式である しかし，遊子は宇和

海に突出した半島の東側斜面を利用して，約 60mの比高をもつ急傾斜地に土留め用の石垣を用い，段々畑

として耕地を確保している．この場合も野石積みであるこの石垣は，防風を目的とした石垣の立ち上がり

は低い佐田岬の正野地区は，三波川変成帯に属する緑色片岩を石材として用い，内の浦の海岸に「波除け

石垣」を築いているこれも野石税みであるが，隅角の多くは算木積みである正野の内の浦港は，台風に

よる南ないし南束の風が吹く時に高波に襲われる．石垣を構築する理由は，この高波に対する防風，防潮が

目的であるコンクリートの防波堤を築いた後も石垣を維持しており，海岸には断さ約 6mの波除け石垣が

今も残る．宇和海沿いの石垣の構築目的は多様であるが，いずれの集落の石垣も石精みは近場の石材を用い，

野石積みで本州様式である

キーワード：石垣防風林，宇和海沿岸，四万十帯の砂岩， 三波川変成帯の結晶片岩

Key words : stone wall. wind break, Uwa coast. sandstone in the Shimanto Belt, crystalline schist in 

the Sanbagawa Metamorphic Belt 

I はじめに

宇和海沿岸は，複雑にいりくんだリアス式海岸

となっているこの海岸では，深い入江になった

地域に平野が分布する しかし，その他の地域で

は急峻な斜面をもち，海に接している したがっ

て，多くの集落は急斜面に平坦地を確保し，耕地

や宅地として利用せねばならないこのような地

形条件から，石垣を用いて土留めを作るという作

業が伝統的におこなわれてきたところである例
ゆす

えば沖の島の母島，弘瀬や，外泊，遊子や，佐田

岬の正野地区の内の浦，井野浦，名取などである．

この中で，台風又は冬の季節風から屋敷を守るた

めに石垣を高く築いている集落は，沖の島と ，外

泊佐田岬の正野地区内の浦井野浦と名取であ

るこれらの集落では，台風と冬の季節風の両方

の観点から，防風のための屋敷囲いとしての石垣

を作っているのかどうかを検討したい

II 地域の概要

調査対象地域は，愛媛県南西部の宇和海海岸部

において，石垣が多く残る集落を選んだ即ち，

南宇和郡西海町外泊（現愛南町）と，宇和島市遊子

と．佐田岬の正野地区内の浦井野浦，名取を選

んだ調査地点の位置は，第1図に示した．

1. 地質

四国中央部には中央構造線が東西にはしり，西

南日本を地質構造の違いから外帯と内帯に区分し

ている．外泊の位置する西海町は，田中 (1977,

1980)によると，西南日本外帯の四万十累帯に位

罹する白亜紀後期の中部四万十川層群西海層から

なり，砂岩厚層と砂岩泥岩厚互層を主とする外

泊で用いられている石垣の石材はこの砂岩に相当

し，集落を造成した際に地中から出てきた砂岩を

用いている遊子は，外泊と同様に，白亜紀後期

の砂岩泥岩互層からなり（桃井ほか， 1991)，これ
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第 1図 宇和海沿岸における調査位置図

らの石を段畑の土留めに用いている

佐田岬は，御荷鉾構造線の北側に位置し，三波

川変成帯に相当する調査地域は，古生代～中生

代の緑色片岩である（桃井ほか， 1991)．地元の人々

は，これをアオイシと呼ぶ佐田岬の先端に位置

する正野地区の内の浦と，井野浦，名取の3集落

には石垣が残るが，この3集落はいずれもこの緑

色片岩の地域に相当する．但し，名取付近には石

灰岩が混じる したがって，正野地区内の浦と井

野浦は，平板状に割れる緑色結晶片岩を用いて石

を積むので，比較的容易に高い石垣を積むことが

できるまた，名取は緑色片岩と石灰岩を石垣の

石材として用いている

2.地形の特色

四国最南端の足摺岬付近は，更新世と完新世の

海成段丘が発達する隆起地域である．これらの段

丘面高度は，岬から離れた北方に向かって次第に

低くなり，ついには段丘が消失し，代わって小さ

な出入りに富むリアス式海岸をもつようになる

（太田ほか編， 2004)．外泊は，愛媛県内海に面し

たリアス式海岸からなる半島に位置する外泊の

集落は，権現山（標高490.8m)の北向き斜面に位置

し，北向きに開口した湾に急傾斜で面する．集落

の立地する斜面は，水平距離250mに対して，約

45mの高度差がある石垣を築いた集落が立地す

る斜面は，平均傾斜30-40°であるしたがって，

急傾斜地に，民家や耕地が立地している（写真1).

佐田岬は，四国の北西端に位置し，西に突出し

た半島が約38kmにおよぶ岬である北斜面南

斜面とも急崖で，平均高度約200-300mに達する．

この岬のほぼ最先端に位置し，岬の南の宇和海三

崎灘に面する内の浦港に，正野地区内の浦が位置

するまた，同じく 三崎灘内の三崎港がある湾の
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写真 1 外泊集落の石垣

一部ブロック塀に変わっている

南側に，井野浦が位置するまた， 三崎灘に面し

た南向き斜而の中腹には，名取集落が位岡する

3. 調査地の風向の特徴

佐田岬の正野地区については，瀬戸(33°27'N, 

132° 15'E. 143m a. s. l.）のアメダスデータを用い

て考察した日最大風速にもとづいて2004年1年

間の風配固を作成し，第2図に示した外泊の風

向 ・風速をアメダスのデータを利用して推定する
みしょう

には，御荘(32°58'N, 132° 34'E, 12m a. s. I.）が近

接地として挙げられるが，御荘は地形的に内陸側

に入り込んでいて外泊を代表する位1性にない

したがって瀬戸のデータから推定せざるを得な

い外泊の人々は，御荘よりも冬の季節風が強く，

風向は北西であるという．

風配図によると， 5m/s以上の強い風は， N~

NNWと， S~SSEの2極に分かれる． 4.9m/s以下

の風は， N~NNWにのみ出現する．月別にみると，

N~NNEの風は1,2, 3月と， 10,11, 12月であり，

冬季には強いN~NNWの季節風が吹くことがわ

かる．一方， 4, 5, 6, 7, 8, 9月の暖候期には，

はっきりと季節によって分かれるそのいずれも

5m/s以上の風が吹く． したがって宇和海沿岸

では，強い冬の季節風に対して，第一に防風を考

慇せねばならない．

2004年の台風の中で宇和海の海岸への風の

影押を考察するために，台風18号を選んだ経

路図と風向と風速については第3図に示した．こ

の台風は九州北部から中国地方へ北上するルー

トをとるこの場合，台風の中心が宇和海側へ

近づく 9月6日12時には風向がSSEとなり，次第に

風速lOm/sを超す．9月7日10時～14時まで風速が

40m/s前後となるこのころの風向はS又はSSE

で台風が北上するとともに風速も落ちて． sか
らSSWよりとなる宇和海の強い風速に対応し

て，佐田岬正野地区の内の浦には高波が襲うこと

が容易に推定できるまた，この同じ台風を外泊

の位置で考えるなら，北に開口した港であるため，

台風が中国地方まで抜けたころ， SWの風が吹き

始めることになり地元の人々がいう ように，吹

き返しのSWの風を防風しなければならないこと

になる

外泊集落は北向きに開Dした斜面に立地し．冬

NNW 
て

2004年瀬戸

風速4.9m/s以下の風向頻度

z
 

↑ 
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NW /’¥、-4 / 
、ズ
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wsw`｀口〗〗口
ssw！了ーニメ〉SIE

NE 
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E
 

ーE s E 

s
 ー風速5m/s以上の風向頻度

S~SSEの風が吹く ．きわめて明瞭な2つの風向は， 第2図 2004年における瀬戸の日最大風速による風配図
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第 3図 (a) 2004年台風 18号の経路図 (b)瀬戸における風速，風向の変化

季は，海水飛沫を伴った強い西からの季節風を受

ける．この地域では北西の季節風がもたらす波飛

沫を「しまき」と呼ぶ．聞き取り調査では，「台風

時は，吹き返しの風の影響はあるがあまり怖くな

いしかし，冬の季節風は強く，常に風の音がし

ていて，防風を考えねばならない．」という．

佐田岬の正野地区内の浦において現地での聞

き取りでは，「台風時に湾の中まで高波が押し寄

せるので波除けの石垣を築いているかっては，

台風時には集落内の神社まで船を引き入れて台風

に対応した しかし，約30年前頃から，何度にも

渡って防潮堤を築き，石垣を崩してコンクリート

の浜にした．」と地元の人々はいう．今日残ってい

るのは，当時の波除け石垣の一部が残っているに

過ぎないしかし，現存する6~7mに及ぶ石垣は，

防波堤のように海岸の前面にそそり立つ．一方，

湾の南側に立地し， 北西の季節風を直接受ける位

置に相当する井野浦は，海岸に連続した石垣が残

る．今は海岸部にほとんど民家はなく，過疎化が

進行している
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4 外泊集落の歴史

外泊集落に住む吉田家は，隣りの中泊が本家で

あり，分家して外泊に移り住んだ西海町誌編集

委員会(1979)によれば中泊は元禄9年(1696)に，

来浦した淡路福良の喜兵衛（来浦の目的は不明）に

より開墾が始められた幕末のころから人口が急

に増加し，経済力が上昇した中泊集落に分家の気

運が高まり隣り浦の外泊を定住の地として開墾

に約手したものであろうと述べられているまた，

今外泊に残存している石垣は，本家の中泊集落の

防風石垣を真似て，築き上げたものだという ．外

泊における世帯数と人口の推移は，第4図の通り

である（西海町教育委員会， 1975;観光賓源保護

財団 1978;西海町誌編集委員会， 1979)．人口

と世帯数のデータは明治12年からであるが，実

際に人々が移り住んだのは明治初年頃から徐々

に移り，明治12年には全世帯が入植したようであ

る．

西海町教育委員会(1975)によれば，「昭和30年

頃から5年続きで沿岸漁業が不振だったために，

集落の産業や生活構造は一変した」．それまでお

こなわれていた「おもだか網漁」の網元が解散し，

昭和30年以降は豚の飼育，真珠の養殖をおこなっ

たが価格暴落から昭和40年にはこれをやめ，民

宿ハマチ養殖などに切り替えている．このころ

から急速に人口が減少しており過疎化が進行し

た．

外泊は， 1976年に愛媛県教育委員会「文化の里」

の指定を受けている

（戸）

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

• ---／く・ロ

5.三崎の歴史

三崎町は，元和元年(1615)に伊達秀宗が奥州仙

台から宇和島の丸串城に入国し，宇和島藩が実質

的に成立した三崎町誌絹集委員会編(1985)と

伊方町 ・瀬戸町 ・三崎町合併協議会HP(http:// 

www.town.ikata.ehime.jp/ gappei/profile/ genkyo 

html)のデータにもとづき，三崎町の人口と世帯

数の推移を第5図に示した図の作成にあたり，

明治以降は戸数昭和25年以降は世帯数で表記さ

れているが，両者を同一とみなし，グラフを作っ

た． 1960年代から外泊と同様に， 世帯数の減少率

はわずかだが，人口が急激に減少している古い

人口のデータは限られており，戸数の変化は三崎

町誌編集委員会編(1985)によれば寛文7年(1667)

の西海巡見志に，三崎部落には78戸，井野浦部落

には8戸，名取20戸の民家があったと記載がある．

また明治元年(1868)には，三崎部落281戸，井野

浦45戸，名取211戸に急増した．

正野地区

三崎町文化財保護審議会(2004)には，「野坂の

石垣」として正野地区内の浦の海岸の波除け石

垣を紹介しているこの地区は幕末に入植が許

可されたところであり多くの石垣は，その際に

築かれたものだろうとしている神社横の石垣は，

寛永7年(1630)藩主伊達秀宗が，社殿建立の際，

築いたものと考えられる地元では，このような

石垣を「へいかさ」と呼ぶ

世帯数

50j ■-------------------------------.-．．． 

゜ 1880 1900 1920 1940 1960 1980 2000 
（明治13)（明治33) （大正9) （昭和15)（昭和35)（昭和55)（平成12)

第4図 外泊における人口と世帯数の推移

ぶ）
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4,000 

I •. ・・ ....,-,.--.e········~帯散2.000 I. _ _....,-,•—,········ -----.: 
......、-・ー・・・

---・・・・ 
... 

， 訊
1660 1700 .. 1860 1900 1920 1960 2000 

（万治13)（元禄13) （万廷元） （明治33) （大正9) （昭和35) （平成12)

第5図 三崎町における人口と世帯数の推移
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名取

名取の石垣は，宇和島藩主伊達秀宗が，仙台から

入府した際奥州名取郷から軍夫として連れてき

た人々を宇和海の見張り役として定住させた

美しい石垣は， 400年の歴史をもつので，緑色片

岩や石灰岩を用い，平積み，野而積み，矢羽根積

みの手法が用いられている．

田調査結果

1.外泊

外泊の石垣は，既に古川ほか(1999)が詳しく述

べている古川らは，「今日では集落内に空地が

日立つようにな っている．残された家屋と石垣の

みでは防風効果が落ちているので空地のまま防

風効果を裔めるにはウバメガシを防風林として

植えれば良い」と提案している調査年は入って

いないがおそらく 1998年ごろと思われる我々

の調査は2005年9月に実施した石垣の分布圏を

第6図に示した古川ほか(1999)の母屋と石垣の

分布図と第6図を比較すると，すでに5軒の母屋が

なくなって空地化 している 一方母屋が増えた

のは2軒でうちl軒は観光向けに建てられただん

だん館である したがって近年も過疎化が進行

しているまた，この集落は住宅をコの字か又は

ロの字に建てて中庭をとる例が多いまた港側，

即ち北を向いて窓がとってある防風川の石垣は

北側に嵩いがこの窓は台所にあり．この窓に相

当する石垣は部分的に下げてあり，窓から港が一

望できるようにしてあるこれは自分の家の船

が港に入ったかどうかをみるためのものである

この窓切りをした石垣を「海賊窓」と呼ぶ（写真2)

また，この北西の風を利用して中庭でごはんを

干したりサツマイモを干した水あめでサツマ

イモを煮て，干したものを＂束山＂というがこの

ような種々のものを干す．母屋の地下にはイモグ

ラを持ち，サッマイモを保存する． 7~9月はケン

サキイカがあがってくるので干してスルメにす

るチリメン等も干す．また，集落の外縁全面に

は最も人口が多かったころは斜面の上まで耕地

が広がっていた 1975年の西海町教育委員会の示

す写真でも ，背後の斜面に広く耕地が広がってい

る しかし，今はイノシシやサルが来て，畑が荒

らされてしまうという理由で，畑を放棄してしま

う人が増えている斜面上部の段々畑はすでに荒

地化し，林にな ってし まっているところもある

海から山側へのA-Bの基線に沿って断面図を

えがいた（第7図）．これによると家の北側に相

当する海側の石垣の立ち上がりは防風のために

高くしてありその高さがおよそ100cmから最高

で220cmまでであるまた，石垣の上にブロック

塀を継ぎ足している例もある．プロックを用いた

場合の高さは85cmから105cmまでである平坦

な土地を確保するための石垣の土留めの高さは．

400cmから600cmにおよぶだんだん館の土留め

の隅角はね木積みであり高さ480cmにおよぶが

約770の傾斜がつけてあり，基底の根石の角度がこ

れを決めているこの石積みは，砂岩の野石を用

いた野石栢みであり，穴太積みの様式にのっとっ

ているだんだん館の算木積みを第8図と写真

3に示した耕地を確保する場合の隅角は算木積

写真 2 石垣を一部切り下げた海賊窓と．石垣

の中に埋め込んだ屋敷神様
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第 6図 外泊における石垣の分布図

-
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第 7図 外泊の地形断面に沿った石垣の分布
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写真3 外泊だんだん館北東隅角における算

木積みと反り

みにして，内側はグリ石を多くつめる方式を用い

ている．耕地の場合の石垣の立ち上がりは50cm

から100cmであるまた，石垣の幅は底部は計測

できないが，上部では約80cmある．2001,2002, 

2003年には，集落内の道路を石畳にして，排水路

をつける作業をおこない，整備した分布図と断

面図から，この集落の石垣を築いた主目的は，急

傾斜地に平坦地を確保することであり ，次に冬の

長期にわたる強い北西の季節風を避けるため，屋

敷の北側と西側に石垣を高く積む方式をとったと

考えられる．聞き取りから，台風の吹き始めは，

E~SEで，この風に対して外泊は山のかげになる

ので外泊には強風は当らないしかし，台風が

中国地方に向かって北上を続けると， NW~Wの

風となり，この風は外泊の集落に吹き付けるため，

台風の中心が北上していく時に「吹き返しの風」が

強風で潮を運んでくるこの風は潮を運び，山ま

で吹くので，赤く植生は枯れるというこのこと

が母屋の北と西側に石垣を立ち上げて囲って，防

風をおこなっている理由である．

第 8図 外泊だんだん館の北東隅角におけ

る符木積み

2.佐田岬

佐田岬の先端に位置する正野地区内の浦の港に

は，愛媛県(1993)，香月 (2000)，三崎町文化財保

護審議会編(2004)や， 日本民俗建築学会(2005)

に紹介されているように， きわめて立派な「波除

け石垣」が築かれている正野地区の内の浦は半

島の南側の急崖の下に位置する港町であるため，

N~NW側の冬の季節風の風下側にあたるした

がって，冬の季節風を防 ぐ必要はない しかし，

南側と，西側には広く宇和海が広がる ．このため，

台風が豊後水道か，又は大分県側を進行し，北上

する場合には，台風の風は，初め東よりで，次に

南よりの風が宇和海上を吹く．この場合，正野地

区の内の浦港で波が高まることになるまた，台

風は低気圧であることから，台風が近づくにつれ

て，海水面は上昇し，湾内で高潮になる可能性が

あるこのような場合に，高波を海岸線沿いでく

い止める工夫が必要であり， 600-700cmにも及

ぶ石垣を築いて防いだと考えられる正野地区の

石垣分布図は第9図に示した． 30年前ころから何
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第 9図

ゼン リン住宅地図 (2003)より作成

佐田岬正野地区の内の浦における石垣の分布図

度にも分けて，この石垣を崩し，コンクリートで

埋め立てをし，浜をコンクリートにするとともに，

湾の前面に コンクリートの防潮堤をめ ぐらせた

今日では，かっての波除け石垣の外側の埋め立て

をした浜にアワビの養殖施設が建てられている

また，「波除け石垣」のすぐ内側の本造平屋建ての
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写真4-1 佐田岬の正野地区における波除け石垣．平

租み

写真 5 佐田岬の正野地区における隅角に曲率を有す

る波除け石垣

渡部家は，屋根の棟部分しかみえないほどに石

垣を積んでいる地面より 330~400cmの立ち上

がりで，幅は185cmある． しかし， 2003年の台風

で，この石垣の一部が崩れて補修をしたという

（写真4-1)．さらに岬先端側の松下家では，母屋

の前面に地面からの高さ440cm, 幅310cmの石垣

で防潮していて，母屋はコンクリート2階建ての

建物にしてある海岸に近い位置では，波除け石

垣があっても母屋は木造からコンクリート仕立て

に変わっている海岸部では，このような変化が

多くみられるまた，石積みは結晶片岩であるた

め，平坦に割れる特色をいかして平積みにしてい

写真4-2 佐田岬の正野地区における波除け石垣．矢

羽根積み

写真6 名取の湧水周辺の結晶片岩と石灰岩を用いた

平積み

るがその他に石を立てて， くの字型に積みあげ

る矢羽根積みの方法もとられている（写真4-2).

また， 1ヶ所のみ波除け石垣の隅角が曲率をもっ

た隅角が見られた （写真5).

正野地区の他に，佐田岬では岬の南側で， 崖の

中腹の標高100mから150mの急傾斜地に集落をか

まえる名取があるこの集落には，崖の中腹から

複数ヶ所で湧き水が湧出していてそれを共同利

用している石垣に利用している石材は，結晶片

岩と石灰岩が主体であり，平らに積む布積み又は，

平積みと呼ばれる石積みが多い隅角は稜線の明

瞭な算木積みである急傾斜であるため，道幅も
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狭く，石畳となっていて，階段状の道路である（写

真6)．防風用の石垣は海側が一般に高く，母屋の

平坦な面から300cmの石垣が立ち上がっており，

母屋までの距離が2mで，庇までの高さが340cm

であるので，崖を這い上がってくる潮風の影響を

十分に避けられる高さになっている．三崎港の南

に相当する位置にある井野浦は，海岸に沿って野

石積みの石垣が見事に築かれているが，海岸側に

はほとんど住居はなく，作業小屋が残り，石垣の

みが連続して分布する海岸側の石垣の高さは約

170cmである

3 遊子

遊子は宇和海の三浦半島に位置する遊子の石

垣は，急傾斜を利用した段々畑での土留めであ

るきわめて急傾斜な地に，東向きの傾斜地全面

に石垣で土留めをし，畑を作っているこの風景

は，農村人口が過密だった時代の遺産ともいうこ

とができるであろう写真7に示したが，防風の 写真 8 遊子の耕地．モノレールのレールが敷

ための立ち上がりの石垣はみられない しかし， 設してある

全面を畑として利用する完全なまでの段々畑であ

り，今もこれを利用している写真8にみるように， めた

農作業にはモノレールを用いる． 1）宇和海に面した急傾斜地を利用した半農半漁の

w まとめ

宇和海に面した集落のうち，石垣のよく残って

いる集落について，調査結果を以下のようにまと

写真 7 遊子の砂岩を用いた野石積み

沖の島の母島や弘瀬，外泊の集落は，北に面し

た斜面を利用しているこのような場では宇和

海を北上する台風は，台風が通過してからの吹

き返しに対する石垣を母屋の周りにめぐらせる

必要がある しかし，最も防ぎたい風は10月～

3月に5m/s以上の風速で吹 <NWの風である

防風のための石垣の立ち上がりは2m以内であ

る しかし，土留めのために3m以上積んでい

るので合計5~6mにも達する石垣を築くこと

になる．石材は四万十帯の砂岩の野石を用い，

隅角は算木積みで反りをもつ．外泊では村の

人々が江戸末から明治初めに積んだ石材である

ことがわかっているが，穴太積みと同じ積み方

で，本州様式である

2)佐田岬の正野地区には，台風時の風向によって，

高波を生ずる時がある ．正野地区の内の浦集落

の位置から考えると，宇和海の西寄りを台風が

北上する時である． したがって高波を避け
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るための5~7mにも及ぶ「波除け石垣」がみられ

た．石垣は三波川帯の結晶片岩の野石積みであ

るが，平積み（布積み）か，又は矢羽根積みであ

る多くの隅角は算木積みであるしかし， 1ヶ

所のみ波除け石垣の隅角が曲率をもった隅角が

みられ たし たが って，多数が穴太積みと考え，

本州様式の地域であるとみなした

3)遊子にみるように， 30°以上の急傾斜地 を利用

した段々畑があり，これは全て野石積みで乱層

積みである石工ではなく，村人達が築いてき

た石垣であり，隅角は屋敷囲いのように明瞭な

稜線をもつ算木積みではないが，積み方は本州

様式である
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